
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報 文
一2446

地 盤 の 振動計測方 法

Measuring 　Method　of　Ground　Vibration

　関 谷 堅 二 （せ きや け ん じ）

基礎地 盤 コ ン サ ル タ ン ツ   東 京 支社 技 術 部計 測課

1．は じ め に

　
一

般 的に 地 盤 の 振動現象 は ，地震 な ど の 特 別 な 場合 を

除 け ば 総 じ て デ リケ
ートで あ り，振 動 媒 体 と して の 地 盤

と その 構造お よび 振源 の 性質に 左右 され るの で 複雑 で あ

る。こ の た め 地 盤 の 振動計測 は ， 目的 とする振 動現象に

応 じて 測定機器 が 使 い 分 け られ，測定 データ の 整理 方法

や 着 目点，評 価方法 な ど も 異 な る。

　 地 盤 の 振 動 計 測 方法 を形 態 別 に 分 類す る と，  地 震観

測，  公害振動測定，  地盤調査手段 と して の 振 動計測 ，

  そ の ほ か な ど に 分 け られ る。  の 地 震観測 は耐震工 学

上 の 外力 と して の 慣性 力が 求 め られ ，強震計 に よ っ て 地

動 の 加 速 度 を 測 定 し て い る。  の 公 害 振 動 測 定 は，工

場
・
事業場振 動，道路交通振動，鉄道振動 ， 建設作業振

動な ど振動 の 発生 源 別 に細分 さ れ る が ， 市民生 活 に何 ら

か の 支障を来 た す 恐 れ の あ る振動を対象 とし，通常 は 公

害振動計 を用 い 振動 レ ベ ル で 評価 さ れ る。  の 地 盤 調査

手 段 と して の 振 動 計測 は，多 くは 人 工 振 源 に よる微 弱振

動 を対象 と す る た め 特殊 な機器 が 用 い ら れ ， 主 に振 動 の

到達時聞か ら地 盤 の 振 動伝達速度を求 め て 地 盤 構造 な ど

を検討 し評価 して い る。

　本報 文 に お い て は，建 設事業 に 最 も関連 の 深 い 公 害振

動 測 定 を中心 に 述 べ る もの とす る 。

2．振動量の 単位

　 （1）基本的な単位

　 振 動 の 強 さ あ る い は 大 き さ は ，変位，速度，加速度 で

表 現 さ れ，そ の 単位 と し て 変位 は cm
， 速 度 は cm ／s

（カ イ ン ），加 速 度 は cm ／s2 （ガ ル ） な どが 用 い られ る。

扱 う振動 の 大き さ に よ っ て 便宜上表
一 1 に 示 され る 各種

の 単位 も使われ る。

表
一1　 振動 量 の 挙位

種 　別 基本 的な 単位 その ほ か の 単位

μ
＝10

一ヨ
mm 二IO−℃ m

変　 　 　位 crnrnm ＝10
−1cm

m ＝102cmInm

／s＝1D
−Lcm

／s

速　 　 　度 cm ／Skine （カ イ ン ）＝lcm ／S

m ／s＝Io3cm〆s

ga ！〔ガル ）
＝lcm ／S2

加　 速　度 cm ／S2G 〔ジ
ー一
）＝980cm ／s2 ≒ 1000ga1

m ／s2＝10Zcm／s2
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　（2）加速度レ ベ ル 　VAL

　基本的な単位系 は，直線尺度 で 数字 と して は わか りや

す い が，人 間 の 感 覚 に 関係 す る量 は ，そ の 量 が 2倍 に な

っ て も人間 の 感覚度合 い は 2 倍 に な る わ け で な く，
ウ エ

バ ー ・フ ェ ヒナ ー
の 法則 に よ っ て 等差 級 数 的 （対数尺

度） に 対応す る。こ の ような考 えか ら，公害振動 に お い

て は，dB が 公式 に採 用 さ れ て い る。

　加速 度 レ ベ ル は，振 動加速度 を dB 単位 で 表 した もの

で あ り， 次式 で 定義され る。

加 速 度 ・ ベ ル VAL − ・・1・9 ・D £ （・B） ・・…・（・）

　 　 　 A ：測 定値 の 加 速 度値 （rn ／s2）

　　　 A  
：基 準値 （10

−5m
／s2）

　 こ こ で ， 加 速 度 レ ベ ル は対数表示 で あ る か ら，加速度

が 2倍 に な っ て も加速度 レ ベ ル は 2 倍 と は ならず，加速

度 レ ベ ル は 20　1091。　2≒ 6dB だ け 増加す る こ とに な る。

　（3）振 動 レ ベ ル VL

　式（1）で 定義 さ れ る加速度 レ ベ ル は ， 人 体感覚な ど に

は 関係 の な い 物理 量の 表示 で あ るが ，振動 の 人体あ る い

は 建物等 に 及 ぼ す影響 は振幅 と振動 数 に 依存 し，また 鉛

直振 動 と水 平振 動 とで は感 じ方 が 異 な る こ と が 知 られ て

い る。そ れ で，ISO （国際標 準 化機構） の 人 体 の 振 動 に

対する振動 暴露基 準 に 基 づ い て，前 記の 加速度 レ ベ ル に

周波数 に よ る人間の 振動感覚 の 補 正 を加え た もの が 振動

レ ベ ル （補 正 加 速度 レ ベ ル ）とい わ れ る もの で ある。

　鉛 直方向 に つ い て 振動 レ ベ ル を定義す る と，式（1）に

お け る A 。 を次 の よ うに 周 波 数 帯域 ご と に 補 正 した も の

と な る 。

　　　1≦ f≦ 4　Ao＝2× 105 × f
−z
　 m ／s2

　　　　4≦ノ
’
≦ 8　Ae ＝1× 10−5

　1n ／s2

　　　　8≦f≦ 90　Ao ＝0．125× 105 × f　m ／sz
……（2）

図一 1 は ， 人体 の 振 動 感 覚 補 正 特 性 を示 した もの で あ る。
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一1　 人休 の 振 動感 覚 補 正 特 性 （鉛 直振 動 ）
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表
一2　 各種 ピ ッ クア ッ プ 比 較対照 表

金　属　 抵 抗 　線　形

動　 電 　 形

抵 抗線 ひずみ ゲージ 半導体 ゲ ージ

圧 　 電 　形 サ ーボ形 差 動 トラ ン ス 形

コ イル が 磁 束 を切 る時 ば ね の ひ ずみ を ゲ
ー

同 左 チ タ ン 酸 バ リウ ム ， ば ね の変 位 を検 出 し， 差動 トラ ン ス に よ ワ

に 生 じる速度に 比例 し ジ で 電気 変換す る。 ジ ル コ チ タ ン 酸鉛 等 そ れ と，逆 向 きの 力 を て ば ね の 変位量 を計

た 誘 起 電 圧 を利 用 す した が って ，ば ね特 の ピ エ ゾ 効果 を利用 加 えばね の 変位 を常 に 測す る。した が って ，
原　　理

る。 性 そ の もの の 電 気 変

換 となる 。
す る。 ゼ ロ の状 態 に 保 つ に要

す る 力 を加 える に 要 し

ば ね 特 性 そ の もの の

電気変換 と なる 。
た 電 流 を検 出 す る．基

本的 に は加 速度 計 で あ

る。
．
占 くか ら用 い られ て い 小 型 の 変 換器が 作 れ 非常 に小 型の 変換 器 小 型の 変 換器 が 作れ ばね の 非 直線性 が 補償 変位 その もの を電気

る オ
ー

ノ ド ッ ク ス な 変 る 。動 ひ ずみ 測 定器 が 作 れ る 抵 抗 線ひ ず る 。出力 電圧 が 大 き され る た め ，高精 度 で 変換 する ため ，構造

利　　 点
． 換 方式。出力 電力が 大

き く，直 接 ガ ル
バ ノメ

で 測定す る こ とが で

き る。
み ゲ

ー
ジ と比較 し感

度が 約 1GQ倍 で あ る。
い 。
高周波 域 の 変換 器 が

あ る。 が 単純 で あ る。
低 周 波 域 で は高感度

一
タ
ー

を撮 るこ とが 可 作 れ る。 の もの が 作 ワや す

能で ある 。 い
o

機 器 が大 型 とな る． 高周波域 高感度の も 抵抗 線ひ ずみ ゲ
ー

ジ 低周波域 の 変換 が 困 比較的高価 で あ る。 高周波域 の 変換 が 困

欠　　 点 の は作 り難 い 。 の 欠 点を補 っ て い る 難。 難。
が ，耐衝 撃性 で 劣 る。

安 定 性

温 度特性
安　　定 温度補償 が 必要 同　　左 安　　定 特に安定 安　　定

コ
ー

ドの 影 響 非常 に 小 さ い
長 尺の 場合 考慮 を要

す る
小 さ い

長尺 の 場 合考慮 を要

する
非常 に 小 さ い 非常に 小 さ い

直 線 性 良 良 良 良 特 に 良い 良

3．地盤振 動 の 測定

　3．1 振 動 測定機器

　
一

般 に 振動測定 は 図
一 2 の 測定系 で 行われ る。すなわ

ち，感知 し た振動 をピ ッ クア ッ プ に よ り電気的に 変換 ・

増幅 し，記録器 に て 記録す る。また 必 要 に 応 じて 解析器，

ま た は コ ン ピ ュ
ーターで 記録 波 形 を解 析 ・処 理 す る。

傑
「
＿一一一一

振　動　計
凹一一　　一一

1
ピ ．

ノ ク ア ッ プ 　増 幅 器 　 記 録 器 　解 析 器

L−＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿− J

　 　 図一2　 振 動 の 測定 系

　
一

般的 に
「
振動計 」 と呼ばれ て い る の は，ピ ッ クア ッ

プ と増幅器 を組 合 わせ た部分 で あ る。

　 （1） ピ ッ クア ッ プ

　 ピ ッ ク ア ッ プ は
「
振 動 を検 出 す る装 置 」 の こ と で あ り，

一
般 に は ，ば ね と錘 か ら 成 る 振 動 系 （ば ね ・ま す系 ） と

そ こ で 検出した相対運動 を電気量に 変換す る変換部 とで

構成され る 。

　 ピ ッ クア ッ プ を分類す る と，「
変換方法」 に よ っ て，

  動 電形，  圧 電形，  そ の ほ か に 分 け られ る。表一 2

は ，変換方法 に よ り分類 し，そ れ ぞれ の 特徴 を整 理 した

もの で あ る。

　 ピ ッ ク ア ッ プ の 性能は，  分解能 と，  周波数特性 と

で 表 され る。分解能 は，所定 の 精度 で 測定 で き る最小 の

振 動 の 大 き さ で 表 す。周 波 数 特 性 と は，あ る周波 数 の 振

動 に 対す る ピ ッ ク ア ッ プ の 出力を比 で 表 した もの で あり，

周波 数特性 が 100％ で 平 坦 な 曲線を示 す周波 数帯域 の 振

動 に 対 して，その ピ ッ クア ッ プ は 使用 で きる。図
一 3 に

そ の 1例 を示す。

　 した が っ て ，測 定 に あ た っ て は 対象 とな る 振 動 が ど の

程度 の 大 きさ で あ る か ，また ど の よ うな周波数成分 が 含

ま れ て い るか を あ らか じめ 調 査 し ， 所定の 分 解能 ・
周 波

ヱ0

　 120

§
111

鄭1
　 20

　 　 　5　　1D　　　30　　　100　　 300　　1000 　　3000

　 　 　 　 　 　 　 　 　振動数 11u，／s ：1

図一3　 ピ ッ クア ッ プ の 周 波 数特 性 の 1例

数特性 を持 っ た ピ ッ ク ア ッ プを選 択す る必要が あ る。

　（2）増幅器

　 ピ ッ ク ア ッ プ か らの 電気出力 は
一

般 に 小 さ い の で，記

録 器 を 直 接 的 に 作動 させ る こ とは で きな い た め ， こ の 微

小な電気信号 を増幅す る の が 増幅器 で あ る。最近 で は フ

ィ ル ター機能や 記録 器 へ の 出力容 量 を調整 する機能を備

えた シ グナ ル コ ン デ ィ シ ョ ナ
ー

が 普及 して い る。

　 （3）記録 器

　記録 器 の 種 類 を大別す る と，記 録 紙 上 に 波形を描 き出

す ペ ン オ シ ロ グ ラ フ
， 電磁 オ シ ロ グラ フ ，

ブ ラ ウ ン 管上

に 波形 を写 し出す シ ン ク ロ ス コ
ープ，メ モ リー

ス コ
ープ

お よび 原波形 を直接磁気 テ
ープ に 記録す る デ

ー
タ レ コ

ー

ダーな どに 分 け ら れ る。最 近 で は ，データ レ コ
ーダーも

ア ナ ロ グ 方式 で は な くコ ン ピ ュ
ー

タ
ー

と同 じデ ジ タル 方

式 の 高性 能な もの も使 用 さ れ るほ か ， 直 接 コ ン ピ ュ
ータ

ー
に 取込む方法 も用 い られて い る。

　（4）振動 レ ベ ル 計

　公 害振 動 測 定 に お い て は，振 動 レ ベ ル 計 を用 い る。振

動 レ ベ ル 計 は ピ ッ クア ッ プ と本体 部 よ り成 っ て い る。本

体部 に は，加速度レ ベ ル を測定す る た め の 平 坦 特性 （1
〜90Hz ） と振動 レ ベ ル を測定す る た め の 人体感覚補 正

特性 （鉛直振 動 で は 4 〜8Hz ，水 平振動 で は 1 〜2Hz

が 平 坦 特性 で あ る ） を含 み ，ま た 加 速 度 の 大 き さ を実効

値 に 直 し ，
メーターに よ りその dBf 直が 指示 さ れ る。

　（5） レ ベ ル レ コ ーダー

　 　 土 と基礎，44− 9 （4G4）
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一

般 の 振動測定 で は，振動波形 そ の もの を 記録す るが ，

公 害 振 動 で は こ の レベ ル レ コ
ーダー

を用 い て 振動 の 大 き

さ （実効値） の 時間的変化 を記録 紙 に 記録 す る こ とが 多

い
。

ペ ン の 応答特性 は，振 動 レ ベ ル 計規格 に よる動特性

の ほ か ，騒 音計 規格 に よ る
「FAST 」，

「SLOW 」 に も

変換 で き る よ うに な っ て い る。

　 3．2　 公 害振動の 測定方法

　 （1）測定場所

　 公 害振動 の 測定場所 をま とめ ると次 の とお りで あ る。

　 工 場，事業場 ：工 場，事 業 場 の 敷地 の 境 界 線

　 建 設 作 業 ：建 設 作 業 の 場 所 の 敷 地 の 境 界 線

　 道 路 交 通 ：道路 の 敷地 の 境 界線

　 以上 は い ず れ も振動規制法 に 定 め られ た もの で あ り，
「
原則 として 」 の 測定場所 で あ る。新幹線 に つ い て は，

環 境庁勧告 の 中で は特 に 定 め られ て い な い が ，「
対象と

な る 建 物等 よ り lm 程 度離 れ た 地 盤 上 で ，対象 と な る

建物 の 存す る地 域 の 振動 を代表する と認 め ら れ る地 点 」

を標準 と して 選定 して い る。

　 （2） ピ ッ ク ア ッ プ の 設置方法

　 ピ ッ ク ア ッ プ を地 表面 に 置 い た 場合，地 盤 と ピ ッ ク ア

ッ プ と で 振動 系が 形成 さ れ る。す な わ ち，ピ ッ クア ッ プ

とい う質点 を地 盤 の ば ね が 支持 して い る振動系 で あ る。

こ の 系 の 共振周波数 が 測定周波数範囲内 に 現れ る と測定

誤 差を生ず る。した が っ て，ピ ッ クア ッ プ は 原 則と して，

緩 衝物 が な く十 分踏 固 め が 行 わ れ て い る 固い 場所 か つ 傾

斜 あ る い は 凹 凸 の な い 場 所 で水 平 面 を十 分 確 保 で き る場

所 に 設置す るの が 望 ましい 。

　 また，ピ ッ ク ア ッ プ は ， 温度 ・風 ・電気 ・磁気等の 周

囲 の 条件 の 影 響 を受 け る こ とが あ り，ま た接続 ケ
ーブ ル

に ノ イズ が 侵 入 す る場合 もある の で，適切 に 防護す る こ

とが 重 要 で あ る。

4．公害振 動 の 評価 方法

　 レ ベ ル レ コ
ーダー

に 記録 され た 振動 レ ベ ル の 変動状況

を分 類 して 示 す と図
一 4 の よ うに な り，こ の 変動 の 仕 方

に よ っ て 評 価方法 が 異 な る。

　 （1）変動 の 少ない 振動

　送 風機 ・
コ ン プ レ ッ サー

等の 定常運転時 の 振動 は，図

翻縁
（a ）変動の 少ない 振動　（b）変動の 少ない 振動　　（c ）周期的に変動する振動

毫8。

5，。

垂、。

（d）間欠的な振動

　　　 図
一4

September ，1996

　 7e

篳
r60
？

纛50

蟻

　 40

ク

（e ＞不規則振動

振動 レ ベ ル の 変動 の分 類

一 4 （a ）に 示 し た よ うな レ ベ ル 変動 の 少 ない もの と な る。

こ の よ うな場合 に は ， 指示値そ の も の が 振 動 レ ベ ル で あ

る 。 振 動規 制法 に 付随す る政令等 で は 工 場振動 と建設振

動 に つ い て 変動 しない か，また は 変動 が 少 な い 場合 は，

そ の 指 示値を振 動 レ ベ ル と し て 決定す る こ と に な っ て い

る。

　 しか し ，

一
般 に定常とい わ れ る振 動 で も若干 の 変動幅

が ある。した が っ て ，図
一 4 （b）の ように 変動幅 が あ る

場合 に は ， 変動 ご との 最大値 の 平均 を読み 取 れ ば良い 。

　 （2）周期的 ま た は 間 欠 的 に 変動す る 振動

　杭打 ち や プ レ ス 機 な どで 得 ら れ る 振 動 レ ベ ル の パ ター

ン は，図
一 4 （c）に 示す よ うに ，ほ ぼ 等間隔 の 周期 的な

振動 と して 観測 さ れ る。また ， 型打 ち鍛造や 鋼材破壊 の

ような場合 は，必 ず し も周期 的 に な ら な い 間 欠 的 な 振 動

と な る （図
一 4 （d））。こ れ らの レ ベ ル の 決定方法 に つ

い て 振 動 規 制法 等 で は ，
工 場 振 動 や 建 設 作 業 振 動 が 周期

的 また は 間欠的に 変動する場合 は，最大値 10個 の 算術平

均値 を振動 レ ベ ル とす る こ とに な っ て い る。

　 （3）不規 則 に 変動する振 動

　振動 レ ベ ル も発生時間間隔 も不規則 に か つ 大 幅 に変 動

す る例 と して は ， 道 路 交 通 振 動 等 が あ る （図
一 4 （e））。

こ の ような場合 に は発生す る振動 の 最大値 に 着 目して，

  あ る時間幅 の 間 に読 み 取 れ る最大値の 統 計値 を読取 る

方 法 と  ラ ン ダ ム な事象 と して ，あ る 時間間隔 ご と の 瞬

時値 を読 み 取 っ て 統計的 な数 値 を 引 出 す方 法 が あ る。振

動 規 制法 等 で は  の 方法 を選 ん で お り，原 則 と して 5 秒

間隔 で 100回の 瞬時値測定 をし， そ の 変動幅 の 80％ レ ン

ジ の 上端 の 数値を評価値と して 採 る 。

　 こ の 条件 を満 た す た め に は，交通流 が あま り途絶 え る

こ との な い 場 合 で な け れ ば な ら な い 。しか し，間 欠 的 な

振 動 で も不規則変動す る もの は ，あ る程度 の 振動 の 継続

時間が あ る場合 に は ， 不規則 に 変 動 する 振 動 と して評 価

すべ きで あ る。こ の ような こ とか ら環境庁 で は，振動規

制法 に 伴 っ て 通達 で 次 の ように 定 め て い る。

　（ア）工 場 お よび 建 設 作業 振 動

　原則 と して 5 秒間隔 で 100個 の 測定値 を得 る よ うに 測

定す る こ と。こ れ が で き な い 場合 に は，少 な く と も50個

の 測定値 が 得 られ るような測定時間間隔 （少な くと も 1

　　　秒間隔）で 測定す る こ と。

　　　　（イ 〉道路交通 振 動

　　　　 5秒間 隔 で連続 して 測 定 し て得た値を100個 得

　　　 る こ と 。 た だ し，当該 測 定 点 で の 交 通 量 が 200

　　　台／時間未満 で あ る場合 に お い て ， 自動車が 当該

　　　測 定 点 を20秒 以 上 通 過 し な い と き に は ，自動車 が

　　　当該測定点を通過 した 時点 の 前後 5 秒以内 に 測定

して得た値以外は採 用 しな い もの とす る。

　 （4）鉄道振動

　鉄道振動 に お け る 振動 レ ベ ル の 記録例 を図一 5

に 示 す。鉄 道 振 動 に 関 して は ，環境庁勧告 で 新幹

線鉄 道振動 に つ い て の み 次 の よ うに 定 め られ て い

る。

　  測定 は，原則 と して ，上 りお よび 下 りを問
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図
一 5　 各種 列 豪の 振動 レ ベ ル 測定 例

貨　車

　　わ ず連続 して 通過す る 20本 の 列車 に つ い て ，当該通

　　過列車 ご と の ピ
ーク レ ベ ル を読 み 取 っ て 行 う。な お ，

　　測 定時期 は ， 列車速度 が 通常時 よ り低 い と認 め られ

　　 る時期 を避け る。

　  評価 は，  の ピ
ー

ク レ ベ ル の うち大き さが ヒ位半

　　数の もの を算術 平 均 して 行 う。

　な お，在来 の 鉄道 な ど に つ い て の 評価 方法 は
，

公 的に

定め られ た もの は な い が ， 現 在 の と こ ろ は新幹線に 準 じ

て レ ベ ル を決定す る場合 が 多 い。

　（5）暗振動 に よ る補 正

　特定の 振動源 か らの 振動 だ けを測定す る場合 に は ，暗

振動 の 影響に 対す る注意が 必要 で あ る。暗 振動 とは ， あ

る場所 に お い て 特定 の 振動 を対象 とす る場合 に，対象の

振動 が ない 時 の そ の 場所 に お け る振動 の こ と で あ る。

　暗 振 動 の 補正 は，対象の 振 動 が あ る と きの 振 動 レ ベ ル

が ，暗振動 の み の と き よ り10dB 以上高 い ならば，そ の

表一 3　 暗振 動 の 影響 に 対 す る指 示 の 補 正

対象 の 振動 が あ る時 と な

い 時 の 指示 の差 〔dB ）
34 　 56 　 7　 8　 9

補正値
一3 一2 一1

表
一4　 1／3オ クタ

ーブ フ ィ ル タ
ー

の 中心周 波数 と帯域値

値 を 対象 の 振 動 の レ ベ ル とす る こ とが で き る。しか し，

その 差 が 10dB 未満 の と きは，表
一 3 に よ っ て 補正 して

大体 の 振 動 レ ベ ル を推定する こ とに な る 。

　例 えば，暗振動 が 65dB の 場所 で あ る 機械 を運転 して

70dB の 指 示 を得 た とす れ ば，指 示 の 差 が 5dB で あ る

か ら，そ の 機械 だ け の 振 動 レ ベ ル は ，表 一 3 か ら補正 値

を
一2dB と 読ん で 70− 2＝68dB と推定 さ れ る。

　 （6）周波数分析

　 振動現象 の うち前述 まで の 記述 は 振幅 の 大 きさや平均

値 な ど時 系 列 で 表 現 され る基 本 量 で あ るが，振 動 の も う
一

つ の 重 要 な 表現方法 と して
，

ど の ような周 波 数成分 で

構成 さ れ て い る の か を示す必要が あ る 。 こ の 時間領域 か

ら周波数領域 へ 変換 して 分析す る の が 周波数分析 で あ る。

コ ン ピ ュ
ー

ターが 普 及 す る ま で は 専用 の 周波数分析器 が

用 い ら れ て い た が ，近年 で は デ ジ タル デ ータの 高速 フ
ー

リエ 交換 （FFT ）に よ る周 波 数分 析 も多 く用 い ら れ て

い る。

　振動現象 の 周波数成分表示 は，そ の 振動 が い ろ い ろ な

周 波 数 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を表 した も の で ，最

大値 を示す周波数 が 卓越振動数 で あ る。した が っ て ，全

く ラ ン ダ ム な 振 動 で は ， 卓越 振 動数 は 見出せ な い
。

　 こ の 周波数分析 の 中心 を成す周波数変換 （FFT ）手

法 は，こ の 逆 の 周 波 数 領 域 か ら 時間領 域 へ の 変 換

（IFT）手法 と と もに，波形処 理 手法 と して ，各種 フ ィ

ル ター処 理 や 波 形 の 生成 ， 周波数応答 ，
2 波 形 の 相互関

係 な ど の 解析 に 利用 さ れ て い る 。

　公害振動 の 分野 で は 周波数軸を オ ク タ
ーブ また は 1／3

オ ク ターブバ ン ド幅 の 周 波 数バ ン ドに 分 け，各 バ ン ドの

中心周波 数 ご と に そ の バ ン ド内 の 加速度 レ ベ ル を求め て

い る。表一 4 に 中心 周波 数 と帯域 幅 の 関係を示 す 。

　人体 が 振動 を感 じる場合，各 バ ン ドの 振動 を
一

つ ずつ

別 々 に 感 じる の で は な く， そ れ らが 合成 さ れ た 全体 を
一

つ の 振 動 と して 感 じて い る。こ の 合成 され た 全 体 の 振 動

の 加速度 レ ベ ル を オーバ ー
オール レ ベ ル （OA レ ベ ル ま

た は 全域 レ ベ ル ）と い う。

一
般 に示 さ れ る加速度 レ ベ ル

は オ
ーバ ー

オ
ー

ル レ ベ ル の こ と で あ る。

中心 周 波数 帯域 幅 （Hz ）
中心 周波数 帯域幅 （Hz）

中心周波数
帯域 幅 （Hz ）

（Hz〕
下 限 上 限

〔Hz） 下 限 上 限 （H7 ） 「限 ヒ限

1串 0．91 、1231 ．5塾 2835 ．51000 寧 9001120

1、251 ．121 ．44D 35．545125011201400
工．61 ．41 ．850 45561600140018DO

2
蓼

1．82 ．2463 ヰ 56712000 ＊ 18002240

2．52 ，242 ．88D 7190250022402800

3，152 ，83 ，55100 90l ！2315028003550

4率 3．554 ．5125 申 1121404000 寧 35504500

5 4，55 ．6160140180500045005600
6，35 ，67 ，1200180224630056007100
8串 7、19 250串 22428080   o‘ 71009000

1  911 ．231528035510000900011200
12．511 ．21440D355450125001120014000
16串 1418 500申 45〔156016000 蓼 14 （1001800 〔1

20 1822 ．4630560710
25 22．42880D710900
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